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　このたび大阪大学出版会様より『三人の藤野先生、その生涯と交流 ―医家に流れる適塾の精神―』
が発行されました。本書では、幕末大坂の蘭方医・緒方洪庵の高弟の一人である藤野升八郎、中国の文豪・
魯迅を指導した升八郎の息子である厳九郎、升八郎の孫で厳九郎の甥にあたる恒三郎 の三人の藤野先
生について、多くの資料を紹介しながら分かりやすく解説されております。なお、恒三郎の弟子の一人、
竹田美文先生（元国立感染症研究所所長）には、本誌「明治・大正・昭和の細菌学者達」にて「藤野
恒三郎―腸炎ビブリオの発見」をご執筆いただきました。
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